
みんなのひろば

「「地地
ほほ

球球
しし

とヒトが とヒトが kiss kiss する映画祭」する映画祭」
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　５月25日、あかまつの丘西本
梅で午後７時から明け方午前６時
まで夜通し「地

ほ
球
し

とヒトがkissす
る映画祭」が行われました。
　恋や歌、ダンスなど毎年テーマ
を変えて行われるこの映画祭は、
今年で４回目。京都府内の複数の
企業が実行委員会を結成し、 株式
会社ブイ・クルーズ（あかまつの
丘西本梅でサテライトオフィス

「Soi」を運営）が中心に開催。参
加者が自然の中で心をリセット
し、自分の原点を見つめ直し、自
分らしい夢を見つけてほしいとい
う願いが込められています。
　今年は長編映画２作品の上映の
ほかに若手映画監督の短編映画を
募集し、最終選考を通過した10
作品を上映、観客の投票で最優秀
作品を選出しました。また会場に
は屋台や焚火、BAR、イルミネー
ションなどのコーナーも充実。少
し冷え込んだこの日は、全国から
約200人が参加され、それぞれの
一夜を過ごし、夜明けを迎えまし
た。

星
空
の
下
、オ
ー
ル
ナ
イ
ト
映
画
祭５

／
25　
地
球
と
ヒ
ト
が
k
i
s
s
す
る
映
画
祭

　5月27日、南丹市防災パトロールを行い、
南丹市や京都府、警察署、消防署、消防団
が、京都府淀川水系菖蒲谷川通常砂防事業
の現場を視察しました。
　現場は、土砂災害警戒区域及び土砂災害
特別警戒区域にも指定されており、土石流
発生時には甚大な被害を受ける可能性があ
ることから平成30年度に着手され、令和６
年度に完成予定です。
　視察後の会議では、京都府の担当者から
視察現場の説明がなされ、他の危険箇所な
どについても話し合われ、災害に備えて連
携を更に強めました。

　６月18日、社会福祉法人京都聴覚言語障
害者福祉協会と京都府聴覚障害者協会口丹
ブロック船井支部、南丹市が災害時におけ
る手話等のコミュニケーション支援を必要
とする聴覚障がい者への支援に関する協定
を締結しました。
　これは、災害時に必要な避難情報が聴覚
障がい者に確実に届くようにするもので、
災害時には力を合わせて対応して参りま
す。

手
話
で
災
害
情
報
の
提
供
を

６
／
18　
災
害
時
の
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援
協
定

５
／
27　
南
丹
市
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

▲手話であいさつをする京都府聴覚障害者協会氏家支部長

▲映画祭の様子

▲菖蒲谷川通常砂防事業の現場を視察の様子

住
民
の
生
命
、財
産
を
守
る
た
め
に
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▲会場の様子

　６月22日、八木駅西口・東口前の
広場でめぇめぇマーケットが開催され
ました。
　当日は手作り品ワークショップ体験
コーナーや子ども遊び場コーナー、グ
ルメ屋台キッチンカーなどが設けら
れ、多くの来場者の楽しむ様子が見ら
れました。
　また、お昼頃には八木駅長の「レオ
ン」君が登場し、子どもたちと交流を
図り、会場を盛り上げました。

八
木
駅
に
楽
し
気
な
声
が
響
く

６
／
22　
め
ぇ
め
ぇ
マ
ー
ケ
ッ
ト

▲各区別の支援マップ等の更新作業の様子

　６月９日、第１回南地区災害時避難
者支援会議が開催されました。
　これは「災害時に、自分たちだけでは
避難することが難しい人たちにだれが
どのように情報を伝え避難につなぐか」
をテーマに自治会や消防団、民生委員
などが協力して立ち上げた会議です。
　当日は、消防団が消防団八木支団第
３分団による模擬訓練や、各区別の支
援マップや連絡網の更新作業を行い、
もしもの際の対応などについての情報
共有が行われました。

災
害
に
強
い
地
域
を
目
指
し
て

６
／
９　
令
和
６
年
度
第
１
回
南
地
区
災
害
時
避
難
者
支
援
会
議

▲西村市長(左)と辰巳病院長

▲感謝状贈呈式での集合写真（倉内さん：後列右から3
人目、東野さん：後列右から2人目）

　京都中部総合医療センターが令和６
年度自治体立優良病院・総務大臣表彰
を受賞されました。
　この表彰は、全国の自治体立病院の
中から、他の病院の模範となる経営改
革、地域拠点病院としての役割、新型
コロナ感染症対策への取り組みなど、
自治体病院として非常に重要な役割を
果たしている病院を高く評価し、総務
大臣から表彰されたものです。
　今後も地域医療の拠点としての貢献
にますます期待が膨らみます。

　南丹市を担当する行政相談委員の倉
内辰彦さんと東野裕和さんに近畿管区
行政評価局地域総括評価官（京都行政
監視行政相談センター所長）感謝状が
贈呈されました。
　倉内さんと東野さんは、アスエルそ
のべで定例行政相談所を開設するな
ど、行政サービスに関する苦情や、行
政の仕組みや手続きに関する問い合わ
せなどの相談役となり、地域と行政を
繋ぐ架け橋として尽力されました。

地
域
医
療
へ
の
貢
献
、高
く
評
価

６
／
13　
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
大
臣
表
彰
受
賞

地
域
の
相
談
役
と
し
て
尽
力

近
畿
管
区
行
政
評
価
局
地
域
総
括
評
価
官
感
謝
状
贈
呈



Nantan  city

4広報なんたん7月号

　

そ
こ
で
、
高
齢
化
や
活
力
の
低
下
な

ど
、
集
落
課
題
に
つ
い
て
何
度
も
話
し

合
い
、
令
和
４
年
度
か
ら
南
丹
市
集
落

支
援
事
業
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
令
和
５
年
度
に
水
車
を
再
建
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
、
水
車
小
屋
が
あ
る「
し

あ
わ
せ
広
場
」を
、
賑
わ
い
と
絆
を
深
め

る
交
流
拠
点
と
し
て
活
用
し
、
集
落
の

活
性
化
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
の
気
運
が

高
ま
り
ま
し
た
。

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
76
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
美
山
地
域
編
　

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　

美
山
町
内
久
保
区
は
、
49
世
帯
、
94

人
が
暮
ら
す
準
限
界
集
落
で
す
。
約
50

年
以
上
前
に
、
美
山
町
の
中
で
も
い
ち

早
く
水
車
を
設
置
し
、
集
落
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

地
元
で
獲
れ
た
お
米
を
、
水
車
と
石

臼
の
動
力
で
精
米
し
、
好
評
で
し
た
が
、

老
朽
化
で
破
損
し
た
ま
ま
長
年
経
過
し

て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
7
月
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
地
域
内
外
か
ら
多
く
の
方
が

来
場
さ
れ
、
羽
釜
炊
き
水
車
米
を
は
じ

め
、
名
物
の
大
鍋
地
鶏
汁
や
、
美
山
川

天
然
鮎
の
炭
火
塩
焼
き
等
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
、
バ
ン
ド
演
奏
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

今
年
も
7
月
6
日
に「
水
車
ま
つ
り
」

を
開
催
。
水
車
米
の
ふ
る
ま
い
も
好
評

で
、
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

　　

ま
た
、
昨
年
10
月
開
催
の「
水
車
新

米
ま
つ
り
」で
は
、「
美
山
サ
イ
ク
ル
グ

リ
ー
ン
ツ
ア
ー
」の
内
久
保
水
車
エ
イ
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
兼
ね
て
お
り
、
多
く

の
方
が
お
も
て
な
し
に
大
感
激
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

水
車
の
精
米
に
も
関
心
を
持
っ
た
方

が
、
真
剣
に
眺
め
た
り
動
画
を
撮
っ
た
り

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
内
外
の

交
流
拠
点
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
集
落
支
援
員
室

　
℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
１
０
８

▲修復を行った集落のシンボルの水車

▲オープニングイベントは地域内外から多くの来訪
者で賑わいました.

▲昨年は「あぜみち」の演
奏を楽しんだり、鮎の
塩焼きや地鶏汁が大好
評で、大いに盛り上が
りました。

▲かやぶきの里の手前に
ある内久保・水車しあ
わせ広場は皆さんの笑
顔で溢れていました。
水車で精米する様子は
驚きだったようです。

美
山
町
・
内
久
保
水
車
委
員
会

の
取
り
組
み

内
久
保
・
水
車
し
あ
わ
せ
広
場

復
活「
水
車
」イ
ベ
ン
ト 
今
年
も
開
催
！

水
車
新
米
ま
つ
り
＆
美
山
サ
イ
ク
ル

グ
リ
ー
ン
ツ
ア
ー
・
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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令
和
六
年
度
、
八
木
西
小
学

校
は
百
三
十
八
名
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
各
学
年
一
ク
ラ
ス

の
小
規
模
校
だ
か
ら
こ
そ
、
タ

テ
の
つ
な
が
り
も
、
ヨ
コ
の
つ

な
が
り
も
、
そ
し
て
ナ
ナ
メ
の

つ
な
が
り
も
深
い
、
と
て
も
温

か
い
学
校
で
す
。

　
タ
テ
の
つ
な
が
り
と
は
、
異

年
齢
で
の
つ
な
が
り
の
こ
と
で

す
。「
フ
レ
ン
ド
班
」と
い
う
異

年
齢
集
団
を
作
り
、
城
山
登
山
の
取
組
を
し

た
り
、
年
間
を
通
し
て「
フ
レ
ン
ド
班
掃
除
」

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
六
年
生
は
班
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
フ
レ
ン
ド
班
を
ま
と
め
、

五
年
生
は
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
六
年
生
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
四
月
二
十
六
日
に

行
わ
れ
た
城
山
登
山
の
際
に
は
、
四
年
生
が

三
年
生
に
や
さ
し
く
声
を
か
け
た
り
、
三
年

生
が
二
年
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
す
る
姿
も

た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。
下
の
学
年
の
子

に
優
し
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
八
木

西
小
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
フ
レ
ン
ド
班

以
外
で
も
、
休
み
時
間
に
は
学
年
関
係
な
く

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
図
書
室
で
読
み

聞
か
せ
を
し
た
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
と
は
、
同
学
年
の
つ
な

が
り
の
こ
と
で
す
。
ク
ラ
ス
替
え
が
な
い
か

ら
こ
そ
、
互
い
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
、
声

を
掛
け
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
年
度

に
担
任
が
変
わ
っ
て
も
、「
〇
〇
さ
ん
は
、

と
っ
て
も
走
る
の
が
得
意
だ
よ
。」「
〇
〇
さ

ん
は
休
み
時
間
は
外
で
遊
ん
で
い
る
よ
。」

と
、
本
当
に
よ
く
友
達
の
こ
と
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。
友
達
の
い
い
と
こ
ろ
も
、
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
よ
く
理
解
し
て
い

る
の
が
八
木
西
小
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　
ナ
ナ
メ
の
つ
な
が
り
と
は
、
学
校
運
営

協
議
会
の
方
、
地
域
の
方
、
保
護
者
の
方

な
ど
と
の
つ
な
が
り
で
す
。
特
に
学
校
運

営
協
議
会
の
方
に
は
、
登
山
を
は
じ
め
、

五
年
生
の
田
植
え
や
稲
刈
り
、
運
動
会
、

生
活
科
で
の
昔
の
遊
び
な
ど
、
年
間
を

通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
取
組
に
お
い

て
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
関
わ
り
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
は
充
実
し
た
学
び
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、
挨
拶
や
お
礼
な
ど
の

礼
儀
正
し
い
振
る
舞
い
が
で
き
る
よ
う
意

識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、

様
々
な
つ
な
が

り
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
令
和

六
年
度
も「
自
分

大
好
き
！
友
達

大
好
き
！
八
木

西
大
好
き
！
」な

学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
共

に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
丹
市
立
八
木
西
小
学
校

人
権
教
育
主
任　
松ま

つ
下し
た　
悠ゆ

香か

里り

104
「八木西　大好き」

—第92回—
消費生活情報

「
相
手
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
」

な
ど
と
い
っ
た
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
の
勧
誘
は
疑
っ
て
‼

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
は
、
有
名
人
の
名
前

や
画
像
を
無
断
で
掲
載
し
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
疑
い
ま

し
ょ
う
。

●
振
込
先
の
口
座
が
個
人
名
な
ら
、

そ
れ
は
詐
欺
で
す
。
絶
対
に
振
り
込

ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
簡
単
に
儲
か
る
と
い
う
勧
誘
は
詐

欺
で
す
。
被
害
回
復
は
難
し
い
で
す
。

投
資
の
仕
組
み
な
ど
を
理
解
で
き
ず

に
お
金
を
振
込
む
こ
と
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

●
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
窓

口
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事例  有名な投資家が主催する投資相談会
のSNS広告を見て、メッセージアプリに
登録した。するとアシスタントを名乗る
人から海外株が短期で値上がりすると投
資話を持ちかけられ、100万円を振り込
んだ。もっと利益が高い投資があると勧
誘され、合わせて1500万
円を次々と振込んだ。資
金を払い戻そうとしたら、
多額な税金などの支払い
が必要と言われてできな
い。（60歳代・女性）

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

○
南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　

 

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　
　
月
曜・火
曜・金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　
　
水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
商
工
観
光
課
）

お気軽にご相談ください

有
名
人
を
か
た
る
投
資
詐
欺

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
を
き
っ
か
け
に
、
有

名
人
を
名
乗
っ
た
り
、
つ
な
が
り
を

示
し
た
り
し
て
投
資
を
勧
誘
さ
れ
た

と
い
う
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
投
資
と
思
い
振
込
を
し

た
も
の
の
、「
追
加
費
用
を
支
払
わ

な
い
と
出
金
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
」

★★  

ひ
と
こ
と
助
言

ひ
と
こ
と
助
言  

★★

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
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人材募集
令和６年度（令和７年度採用）の南丹市職員採用試験を実施します。

●募集職種
職種 募集人数 試験区分 受験資格

一般事務

5名程度 一般試験 平成9年4月2日から平成19年4月1日までに生まれた人

5名程度 ふるさと
チャレンジ試験

ふるさと南丹市を盛り上げる熱意とやる気をもって働く
ことができる平成元年4月2日以降に生まれた人で高等
学校以上の学校を卒業、または令和7年3月末までに卒
業見込みの人

保育士
幼稚園教諭 若干名

一般試験
平成9年4月2日以降に生まれ、令和7年3月末までに保
育士資格と幼稚園教諭免許の両方を取得または取得見込
みの人

社会人試験
昭和59年4月2日以降に生まれた人で「保育士」または

「幼稚園教諭」の実務経験が3年以上あり、保育士資格と
幼稚園教諭免許の両方を有する人

ふるさと
チャレンジ試験

ふるさと南丹市を盛り上げる熱意とやる気をもって働く
ことができる平成元年4月2日以降に生まれた人で、令
和7年3月末までに保育士資格と幼稚園教諭免許の両方
を取得または取得見込みの人

技師職
（総合土木） 若干名

一般試験
平成9年4月2日から平成19年4月1日までに生まれた人
で、高等学校以上の学校において、土木の専門課程を卒
業した人または令和7年3月末までに卒業見込みの人

社会人試験 昭和54年4月2日以降に生まれた人で、土木関係の設計
業務、施工管理等の実務経験が3年以上ある人

ふるさと
チャレンジ試験

ふるさと南丹市を盛り上げる熱意とやる気をもって働く
ことができる平成元年4月2日以降に生まれた人で、高
等学校以上の学校において、土木の専門課程を卒業、ま
たは令和7年3月末までに卒業見込みの人、もしくは土
木関係の設計業務、施工管理等の実務経験が3年以上あ
る人

※地方公務員法第16条の規定による欠格条項に該当する人は受験できません。
●試験日（予定）
一般事務　第1次試験　9月21日（土）・22日（日）　午前8時30分～
その他専門職（保育士・幼稚園教諭・技師）　第1次試験　10月20日（日）　午前9時30分～
●要項配布場所　市役所2号庁舎2階　人事課
●要項配布・受付締切　　8月22日（木）まで
●受付時間　午前8時30分～午後5時15分
※市ホームページからもダウンロード可能
※要項配布、受付ともに土・日・祝日を除く
●受験手続　申込書に必要事項を記入のうえ、必要書類を添えて市役所人事課へ提出してください。
※必要書類その他詳細については要項を確認ください。
※「ふるさとチャレンジ試験」とは、南丹市を「ふるさと」としてもっと盛り上げたいという熱意を重視し、
筆記試験としては、一般試験や社会人試験にある基礎能力試験を免除して、作文試験と事務能力試験で
選考する試験です。地元の方はもちろん、祖父母が南丹市に在住している人や、今後家族で市内に移住
を考えている人等、ふるさと南丹市をもっと魅力ある市にしていきたいと熱い思いを持つやる気のある
方は、是非受験してください。
問人事課　ＴＥＬ0771-68-0008　ＦＡＸ0771-63-0653

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号



7 広報なんたん7月号

お知らせコーナー

京
都
中
部
広
域
消
防
組
合
消
防　

令
和
6
年
度
職
員
採
用
試
験

●
採
用
予
定　
若
干
名（
消
防
職

員　
初
級
・
上
級
）

●
受
験
資
格

初
級　
平
成
15
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
19
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

上
級　
平
成
10
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
15
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

●
第
1
次
試
験

初
級　
9
月
22
日（
日
）

午
前
9
時
〜
正
午

上
級　
9
月
8
日（
日
）

午
前
9
時
〜
正
午

●
試
験
会
場　
京
都
中
部
広
域
消

防
組
合
消
防
本
部
3
階
大
会
議
室

な
ど

●
受
付
期
間　

7
月
16
日（
火
）

〜
8
月
16
日（
金
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

※
8
月
14
日
の
消
印
有
効

問
京
都
中
部
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部
総
務
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
２
２
－
9
5
8
0

お
知
ら
せ

令
和
8
年
秋
開
催　
全
国
都
市
緑

化
フ
ェ
ア
in
京
都
丹
波

〈
フ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
募
集
〉

　
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
in
京
都

丹
波
で
は
、
地
域
の
多
様
な
魅
力

を
堪
能
で
き
る
エ
リ
ア
等
を「
フ

ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
」と
し
て
全
国
へ

発
信
し
ま
す
。
あ
な
た
の
お
気
に

入
り
ス
ポ
ッ
ト
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

●
応
募
方
法　
9
月
20
日（
金
）ま

で
に
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募
。

〈
愛
称
募
集
〉

　
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
in
京
都

丹
波
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
京

都
丹
波
の
魅
力
を
簡
潔
に
表
し
、

親
し
ま
れ
る
よ
う
な
愛
称
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

●
各
賞　
　
最
優
秀
賞（
1
点
）賞

状・副
賞
1
万
円
相
当
の
特
産
品
、

優
秀
賞（
2
点
）賞
状
・
副
賞
5
千

円
相
当
の
特
産
品

●
応
募
方
法　
8
月
30
日（
金
）ま

で
に
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募
。

問
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
in
京
都

丹
波
推
進
協
議
会
事
務
局

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
２
1
－
8
3
0
1

ry
o
k
k
a
-fa
ir@

c
ity
.

kam
eoka.lg.jp

令
和
6
年
度
児
童
扶
養
手
当
現
況

届
の
提
出
に
つ
い
て

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方（
全
額
支
給
停
止
と
な
っ

て
い
る
方
も
含
み
ま
す
。）は
、
毎

年
1
回
8
月
に
現
況
届
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
現
況
届
に
よ
っ
て
11
月
分

以
降
の
受
給
資
格
を
審
査
し
ま

す
。
対
象
者
に
は
必
要
書
類
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
を
2
年
間
続
け
て
提
出

さ
れ
な
い
と
、
手
当
を
受
け
る
資

格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
間　

8
月
1
日（
木
）

〜
9
月
2
日（
月
）

●
受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分（
土
・
日
・
祝
日

は
閉
庁
し
て
い
ま
す
）

●
提
出
場
所　
こ
ど
も
家
庭
課
ま

た
は
各
支
所
総
務
課

問
こ
ど
も
家
庭
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
2
8

令
和
6
年
度
母
子
家
庭
人
間
ド
ッ

ク
の
実
施
に
つ
い
て

●
実
施
時
期　
令
和
7
年
1
月
〜

令
和
7
年
3
月（
平
日
の
午
前
中
）

●
場
所　
京
都
第
一
赤
十
字
病
院

健
診
セ
ン
タ
ー

●
費
用　
無
料

●
対
象　

①
母
子
家
庭
の
母
親

（
令
和
6
年
4
月
1
日
現
在
満
30

歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
令
和

6
年
4
月
1
日
時
点
で
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
）

②
昨
年
度
同
事
業
を
受
診
し
て
い

な
い
人

●
申
込
方
法　
8
月
30
日（
金
）ま

で
に
申
込
書（
南
丹
保
健
所
、
こ

ど
も
家
庭
課
、
各
支
所
に
備
え
付

け
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

1
1
0
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用

封
筒
を
添
え
て
、
南
丹
保
健
所
福

祉
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
保
健
所
福
祉
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
2
－
0
3
6
1

〒
6
2
2
－
0
0
4
1　
南
丹
市

園
部
町
小
山
東
町
藤
ノ
木
21

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら

応募フォーム

応募フォーム

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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て
、
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼

を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住

民
と
の
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
参
加
費　
10
万
円

●
実
施
地
域　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
、
マ
リ

ア
ナ
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
台
湾
・

バ
シ
ー
海
峡
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
タ
イ
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
中
国

問（
一
財
）京
都
府
遺
族
会
事
務
局

ＴＥＬ
0
7
5
－
3
9
3
－
6
0
5
0

老
人
医
療
費
支
給
制
度
の
ご
案
内

　
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
対

象
者
に
、
入
院
・
通
院
な
ど
に
か

か
る
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
一

部
を
南
丹
市
が
助
成
す
る
制
度
で

す
。
7
月
は
更
新
月
で
す
。

●
対
象
者　
南
丹
市
在
住
の
65
歳

以
上
70
歳
未
満
の
方
で
、
原
則
、

所
得
税
非
課
税
世
帯
の
方（
申
請

前
に
、
所
得
税
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。）

●
継
続
の
対
象
者　
手
続
き
は
不

要
で
す
。
8
月
1
日
か
ら
使
用
で

き
る
受
給
者
証
を
7
月
中
に
郵
送

し
ま
す
。（
新
し
い
証
が
届
か
な

い
方
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。）

●
新
規
の
対
象
者　
新
た
に
対
象

と
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の　
健
康
保

険
被
保
険
者
証（
写
）・
印
鑑

●
申
請
場
所　
高
齢
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
窓
口（
審
査
の
上
、
後

日
結
果
を
通
知
し
ま
す
。）

●
一
部
負
担
金
限
度
額
認
定
証

窓
口
支
払
い
時
に
限
度
額
を
適
用

で
き
ま
す
。
必
要
な
方
は
窓
口
で

別
途
申
請
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
0
6

献
血
・
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
採
血

車
に
よ
る
献
血
と
骨
髄
ド
ナ
ー
登

録
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
人
の
生
命
を
救
え
る
大
切
な
献

血
。
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
日
程　
8
月
23
日（
金
） 　

午
前
10
時
〜
11
時
15
分

午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30
分　
　

●
場
所　
国
際
交
流
会
館　
　
　

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
6

令
和
6
年
度
南
丹
市
戦
没
者
追
悼

式
の
お
知
ら
せ

　　
先
の
大
戦
で
尊
い
命
を
失
わ
れ

た
戦
没
者
の
方
々
の
追
悼
と
、
遺

族
の
慰
謝
、
激
励
と
と
も
に
、
世

界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、
南
丹
市

戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
し
ま
す
。

●
日
時　
10
月
21
日（
月
）　

午
前
10
時
〜

●
場
所　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー●
参
列
申
込
方
法　
各
町
遺
族
会

に
て
参
列
者
の
取
り
ま
と
め
を
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
所
属

さ
れ
て
い
る
遺
族
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
遺
族
会
員
で
な
い
方
は
、
福
祉

相
談
課
及
び
各
支
所
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
、
8
月
2
日（
金
）ま
で
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
場
の
都
合
上
、
申
込

み
多
数
の
場
合
は
過
去
の
参
列
状

況
な
ど
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
相
談
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
2
3

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
に
つ
い
て

　
先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
さ

れ
た
戦
没
者
遺
児
を
対
象
と
し

南
丹
市
医
師
確
保
奨
学
金
等
貸
与

事
業
の
募
集
に
つ
い
て

●
募
集
人
員　
1
名

●
貸
与
額　
月
額
15
万
円（
年
額

1
8
0
万
円
）

●
貸
与
期
間　
令
和
6
年
4
月
〜

令
和
7
年
3
月

●
貸
与
方
法　

年
3
回（
9
・

12
・
3
月
）　
銀
行
口
座
に
振
込

●
応
募
方
法　
8
月
20
日（
火
）午

後
5
時
ま
で
に
申
請
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
書
類
お
よ
び
面

接
審
査
に
よ
り
予
算
の
範
囲
内
で

貸
与
者
を
決
定
し
ま
す
。

問
地
域
医
療
室

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
７
5
－
1
1
1
3

「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」の
廃
止
に
つ

い
て

　
本
市
に
お
い
て
、
毎
月
8
日
は

「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」と
し
て
、
市

民
を
対
象
に
新
聞
・
雑
誌
等
の
リ

サ
イ
ク
ル
品
の
受
け
入
れ
を
実
施

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
6
年

8
月
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

問
環
境
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
8
5

納
期
限
の
お
知
ら
せ

〈
9
月
2
日（
月
）納
期
限
〉

・
市
府
民
税
・
森
林
環
境
税（
普

通
徴
収
）　
第
2
期
分

問
税
務
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
0
4

・
国
民
健
康
保
険
税　
第
3
期
分

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
第

2
期
分

問
市
民
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
1

・
介
護
保
険
料　
第
3
期
分　
　

問
高
齢
福
祉
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
0
6

・
保
育
所
保
育
料
等
8
月
分

・
保
育
所
延
長
保
育
料
7
月
分

・
一
時
保
育
料
7
月
分　

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
7
月
分

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
7

・
市
営
住
宅
使
用
料
8
月
分　
　

問
都
市
計
画
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
5
2

・
学
校
給
食
費
8
月
分　
　
　
　

問
学
校
教
育
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
5
6

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
8

月
分

問
社
会
教
育
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
5
7

くわしくは
こちら

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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お知らせコーナー

象
者
に
は
、
7
月
末
を
め
ど
に
支

給
に
関
す
る
関
係
書
類
を
お
送
り

す
る
予
定
で
す
。
届
き
ま
し
た
ら

ご
確
認
の
う
え
、
提
出
書
類
の
必

要
事
項
を
記
入
い
た
だ
き
、
添
付

書
類
と
あ
わ
せ
て
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
書
類
を
返
送
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
0
2

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
等（
障
が

い
）の
更
新
に
つ
い
て

　
現
在
交
付
し
て
い
る
福
祉
医
療

費
受
給
者
証（
障
が
い
）及
び
重
度

心
身
障
害
老
人
健
康
管
理
事
業
対

象
者
証（
シ
ー
ル
）に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
令
和
6
年
7
月
31
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
8
月
1
日
以
降
の
受
給
者
証
等

に
つ
い
て
は
所
得
審
査
の
上
、
受

給
要
件
に
該
当
さ
れ
る
場
合
に
7

月
下
旬
に
対
象
者
あ
て
郵
送
し
ま

す
。
更
新
の
た
め
の
申
請
は
不
要

で
す
。

　
対
象
者
の
同
一
世
帯
内
に
所
得

未
申
告
の
方
が
お
ら
れ
る
と
、
受

給
者
証
等
の
交
付
が
で
き
ま
せ

ん
。
未
申
告
の
方
に
は
7
月
中
旬

に
勧
奨
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
申
告
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
0
7

心
身
障
害
児
者
年
金
申
請
の
お
知

ら
せ

　
心
身
障
が
い
者
を
扶
養
す
る
方

に
年
金（
激
励
金
）を
支
給
し
ま

す
。

●
対
象
者　
市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
令
和
6
年
4
月
1
日
時
点
で

市
内
に
3
年
以
上
居
住
す
る
20
歳

未
満
の
方
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
・

2
級
ま
た
は
療
育
手
帳
所
持
者
。

②
心
身
障
が
い
に
よ
り
日
常
生
活

を
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
、
ま

た
は
介
護
の
必
要
が
あ
る
方
。

③
特
別
支
援
学
級
ま
た
は
特
別
支

援
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
方
。

※
②
の
方
は
医
師
診
断
書
、
③
の

方
は
学
生
証
な
ど
証
明
書
類
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

●
助
成
金
額　
年
額
2
万
円

●
申
請
方
法　
8
月
15
日（
木
）ま

で
に
印
鑑
、
通
帳
な
ど
振
込
金
融

機
関
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参

の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
0
7

※
市
税
や
各
種
料
金
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
大
変
便
利
で

す
。
ま
た
、
市
税
や
一
部
料
金
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

納
付
が
可
能
で
す
。

南
丹
市
内
の
利
用
状
況
調
査
及
び

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

●
日
時　
8
月
19
日（
月
）〜
23
日

（
金
）

●
内
容　
市
内
全
域
の
農
地
を
対

象
に
利
用
状
況
調
査
お
よ
び
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
に
お
い
て
農
地
法

に
係
る
許
認
可
を
受
け
た
土
地

や
、
遊
休
農
地
が
主
な
対
象
農
地

と
な
り
ま
す
。

　
調
査
に
伴
い
、
農
業
委
員
お
よ

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と

市
役
所
職
員
が
農
地
に
立
ち
入
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
農
業
推
進
課（
農
業
委
員
会
事

務
局
）

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
6
7

定
額
減
税
補
足
給
付
金（
調
整
給

付
）に
つ
い
て

　
こ
の
給
付
金
は
、
定
額
減
税
の

対
象
と
な
る
方
で
、
減
税
し
き
れ

な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
対

在
宅
重
度
身
体
障
害
者
介
護
者
激

励
金
申
請
の
お
知
ら
せ

　
重
度
身
体
障
が
い
者
を
在
宅
で

介
護
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
激

励
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象
者　
市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
次
の
両
方
に
該
当
す
る
方

・
6
カ
月
以
上
寝
た
き
り
の
重
度

身
体
障
が
い
者（
20
歳
か
ら
64
歳
）

と
同
居
、
常
時
直
接
介
護
し
て
い

る
親
族
。

・
重
度
身
体
障
が
い
者
と
介
護
者

の
双
方
が
、
基
準
日（
令
和
6
年

8
月
1
日
）に
市
内
に
在
住
。

※
施
設
入
所
や
入
院
、
居
住
期
間

で
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
助
成
金
額　
年
額
6
万
円

●
申
請
方
法　
基
準
日
以
降
に
民

生
委
員
の
証
明
を
受
け
て
い
た
だ

き
、
8
月
30
日（
金
）ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
0
7
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お知らせコーナー

相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談
（要予約）

8月14日、28日（いず
れも水曜日）

①14：00～
②15：00～

予 約 時 に 案 内 し ま
す。

人権政策課
ＴＥＬ0771-68-0015

特設人権相談
（要予約） 8月13日（火） 13：30～16：00 八木市民センター会

議室

京都地方法務局園部
支局
ＴＥＬ0771-62-0208

健
康

出張がん
個別相談
(要予約)

8月20日（火）
※実施日の前日午後
4時までに予約

13：30～15：30 京都府
南丹保健所

京都府がん総合相談
支援センター
ＴＥＬ0120-078-394

福
　
祉

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談

（要予約）

弁護士による相談
8月21日（水）
※8月14日（水）まで
に予約

14：00～15：00 市役所中央庁舎1階
相談室 福祉相談課

ＴＥＬ0771-68-0023
社会福祉士による相
談（月曜日～木曜日）9：00～16：00 市役所ほか

障害年金相談
（要予約） 8月27日（火） 13：00～17：00 市役所中央庁舎

1階相談室
市民課
ＴＥＬ0771-68-0011

なんでも相談
（障がい）

8月23日（金）

13：00～15：00

京都太陽の園分場
社会福祉課　
ＴＥＬ0771-68-0007

8月26日（月） そよかぜ八木
8月27日（火） そよかぜ日吉
8月31日（土） そよかぜ美山

く
ら
し

司法書士
相続一斉相談会

（要予約）
8月4日（日） 13：00～16：00

南丹市美山支所1階
会議室 京都司法書士会

ＴＥＬ075-255-2566園部文化会館3階大
研修室

無料税務相談
（要予約）

8月8日（木）
13：30～16：30

園部納税協会 園部納税協会
ＴＥＬ0771-62-0039
※前週木曜日の午前
中までに予約

8月22日（木） 亀岡商工会議所
8月29日（木） 園部納税協会

行
政
・
法
律

行政相談 8月13日（火） 13：30～15：30 園部文化会館会議室

京都府行政監視相談
センター
ＴＥＬ075-802-1100
総務課
ＴＥＬ0771-68-0002

子
育
て
支
援

ひ
と
り
親
家
庭
情
報
交
換
事
業

「
サ
ー
カ
ス
鑑
賞
」の
お
知
ら
せ

●
日
時　
9
月
29
日（
日
）　

午
後
1
時
30
分
開
演

園
部
公
園
駐
車
場
に
8
時
20
分
集

合（
午
後
6
時
頃
帰
着
予
定
）

※
各
地
域
に
よ
り
、
集
合
時
間
、

帰
着
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

●
場
所　
兵
庫
県
神
戸
市
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
内
特
設
会
場

●
内
容　
サ
ー
カ
ス
鑑
賞
ほ
か

●
参
加
費　

中
学
生
以
上
3
，
0
0
0
円　

3
歳
〜
小
学
生
2
，
0
0
0
円

（
昼
食
代
含
む
）

●
定
員　
先
着
30
名
程
度

●
申
込
方
法　
8
月
31
日（
土
）ま

で
に
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
員
の
方

は
各
支
部
長
・
役
員
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
会
員
以
外
の
方

に
つ
い
て
は
、
申
込
用
紙（
こ
ど

も
家
庭
課・各
支
所
に
備
え
付
け
）

に
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
の
際
に

は
必
ず
件
名
に「
さ
く
ら
サ
ー
カ

ス
神
戸
公
演
申
込
み
」と
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

※
締
切
日
以
降
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
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お知らせコーナー

料
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
こ
ど
も
家
庭
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
2
8

b
e
-k
o
d
o
m
o
@
c
ity
.

nantan.lg.jp

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場「
ぽ
こ
ぽ

こ
く
ら
ぶ
」（
8
月
）

〈
各
ひ
ろ
ば
共
通
事
項
〉

○
各
ひ
ろ
ば
の
ご
利
用
は
無
料
で

す
。

○
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
下
記
の
S
N
S
、
電

話
等
に
て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日 

隔
月
第
3
土
曜
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
3
時

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木JU

JU

（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

3
時
〜
5
時
30
分
、
同
場
所
で
、

み
ん
な
の
居
場
所「seedbase

（
シ
ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開
催
し
ま

す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
月
〜
金
曜
日
の
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

●
場
所　
南
丹
市
子
育
て
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
3
時

●
場
所　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
2
階
第
1
会
議
室

〈
美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
3
時

●
場
所　
美
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー〈八
木
中
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
月
第
2
木
曜
日
の
午

前
10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所　
南
丹
市
立
八
木
中
学
校   

2
階
多
目
的
室

〈
産
後
か
ら
だ
ケ
ア
〉【
要
申
込
】

　
出
産
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
骨

盤
底
筋
を
放
っ
て
お
く
と
、
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
に
。
ま
ず
は
自
分
の

骨
盤
の
状
態
を
知
っ
て
、
ケ
ア
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　
8
月
9
日（
金
）　

午
前
10
時
〜
正
午　

※
先
着
8
名（
託
児
付
き
）

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木JU

JU

」

●
講
師　
女
性
専
用
ボ
デ
ィ
セ
ラ

ピ
ス
ト　
安
藤
智
華
子
さ
ん

●
対
象　
産
後
6
カ
月
く
ら
い
ま

で
の
産
婦
さ
ん

●
参
加
費　
1
，
0
0
0
円

〈
産
後
ほ
っ
こ
り
の
日
〉【
要
申
込
】 　

産
後
1
年
ま
で
の
お
母
さ
ん
達

に
ほ
っ
こ
り
し
て
も
ら
う
日
で

す
。

　
温
か
い
お
昼
ご
飯
付
き
。
毎
月

1
日
か
ら
予
約
受
付
開
始
し
ま

す
。

●
日
時　
8
月
29
日（
木
）　
午
前

10
時
〜
午
後
3
時　
※
先
着
10
名

程
度

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木JU

JU

」

●
対
象　
産
後
1
年
ま
で
の
お
母

さ
ん
と
お
子
さ
ん

●
参
加
費　
1
，
0
0
0
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
の
ご
案
内

　
南
丹
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
援

助
を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て
会
員
）

と
、
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い

人（
お
ね
が
い
会
員
）が
相
互
援
助

を
行
う
会
員
組
織
で
す
。

〈「
ま
か
せ
て
会
員
」を
募
集
し
ま

す
〉

　
保
育
所
の
送
迎
な
ど
、
子
育
て

の
援
助
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

「
ま
か
せ
て
会
員
」を
募
集
し
ま

す
。「
ま
か
せ
て
会
員
」へ
の
登
録

に
は
、
安
全
な
活
動
の
た
め
の
講

習
受
講
が
必
要
で
す
。

〈「
ま
か
せ
て
会
員
」講
習
会
〉

●
日
時

9
月
6
日（
金
）午
前
9
時
30
分
〜

午
後
4
時

9
月
9
日（
月
）午
前
9
時
30
分
〜

午
後
3
時

●
場
所　
市
役
所
3
号
庁
舎
第
1

会
議
室（
2
日
目
午
前
中 

城
南
保

育
所
）

●
申
込
方
法　
8
月
26
日（
月
）ま

で
に
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　
利
用
料
無
料
の
託
児

あ
り
。
ご
希
望
の
方
は
、
申
し
込

み
の
際
に
必
ず
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

〈「
お
ね
が
い
会
員
」を
募
集
し
ま

Instagram LINE Facebook

問ＮＰＯ法人グローアップ
ＴＥＬ080-3857-8119
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お知らせコーナー

す
〉

　
南
丹
市
在
住
・
在
勤
で
生
後
3

か
月
か
ら
小
学
校
6
年
生
ま
で
の

子
ど
も
の
保
護
者
が
登
録
で
き
ま

す
。

●
利
用
時
間　
午
前
7
時
〜
午
後

8
時

●
利
用
料
金（
子
ど
も
一
人
あ
た

り
）平
日
は
1
時
間
あ
た
り

7
0
0
円
、
土
・
日
・
祝
日
は
1

時
間
あ
た
り
8
0
0
円
。

問
南
丹
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
8
2

ＦＡＸ
0
7
7
1
－
６
8
－
2
5
2
6

南
丹
市
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー「
全
体
交
流
会
」

●
日
時　
8
月
31
日（
土
）午
前
10

時
50
分
〜
正
午（
受
付
：
午
前
10

時
30
分
）

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

●
内
容　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア　
「
ゆ
め
の
ひ
こ
う
せ
ん
」に

よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

●
対
象　
① 

南
丹
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員

と
そ
の
家
族

② 

南
丹
市
在
住
・
在
勤
の
方
と

そ
の
家
族

●
定
員　
40
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法　
8
月
26
日（
月
）ま

で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
8
2

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
9
月

事
業
の
お
知
ら
せ

〈
共
通
事
項
〉

●
申
込
方
法　
事
前
に
来
所
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
集
合
時
間　
開
始
時
間
の
15
分

前
に
は
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

●
参
加
人
数　
親
子
40
人
程
度

〈
子
育
て
講
座
〉

●
日
時　
9
月
5
日（
木
）　　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

●
内
容　
髙
屋
歯
科
医
院　
髙
屋   

翔
歯
科
医
師
に
よ
る「
手
づ
か
み

食
べ
の
ス
ス
メ
〜
健
全
な
口
の
成

長
の
た
め
に
〜
」

〈
お
話
会
〉

●
日
時　
9
月
20
日（
金
）　　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
場
所　
横
田
公
民
館

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
日
時　
9
月
26
日（
木
）　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う（
0
歳

〜
）〉

●
日
時　
9
月
27
日（
金
）　　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
8
2

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
日
曜

講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

●
日
時　
9
月
22
日（
日
）　　
午

前
10
時
〜
11
時
30
分（
受
付
9
時

30
分
）

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

●
内
容　
人
形
劇
団「
そ
ら
ま
め
」

に
よ
る
人
形
劇
鑑
賞

●
定
員　
親
子
40
名
程
度

●
申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込

み
下
さ
い
。
開
始
時
間
の
15
分
前

に
は
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー　

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
8
2

催
し

南
丹
市
園
部
女
性
の
館「
お
盆
用
」

生
け
花
講
座
の
ご
案
内

●
日
時　
8
月
9
日（
金
）　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　
園
部
女
性
の
館

●
定
員　
10
人

●
運
営
協
力
金　
2
，
5
0
0
円

（
材
料
費
含
む
）

●
持
ち
物　
お
花
用
ハ
サ
ミ（
花

器
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
し
出

し
ま
す
）

●
申
込
方
法　
8
月
3
日（
土
）ま

で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
園
部
女
性
の
館（
日
・
月
・
祝

休
館
）

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
3
－
2
9
8
6

「
園
部
の
丹
波
音
頭
大
踊
り
」

一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か

　
「
丹
波
音
頭
」の
踊
り
会
を
園
部

地
域
で
復
活
、
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
8
月
10
日（
土
）　

午
後
7
時
〜
9
時

●
場
所　
国
際
交
流
会
館
コ
ス
モ

ホ
ー
ル

問
宍
人
丹
波
音
頭
保
存
会　
溝

ＴＥＬ
0
9
0－3
7
1
7－4
9
0
0

文
化
博
物
館
夏
季
企
画
展

「
響
き
あ
う
手
仕
事
の
世
界
」

〈
企
画
展
〉

●
日
時　
8
月
10
日（
土
）
〜
9

月
29
日（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
月
曜
休

館
）

●
場
所　
文
化
博
物
館

●
内
容　
文
化
博
物
館
で
所
蔵
す

る
タ
イ
山
地
民
族
資
料
の
公
開

〈
お
は
な
し
会
と
工
作
の
じ
か
ん
〉

●
日
時　
8
月
10
日（
土
）

午
後
2
時
〜
3
時

●
定
員　
15
名（
先
着
申
込
順
）

〈
記
念
講
演
会「
タ
イ
山
地
民
族
の

音
楽
」〉

●
日
時　
9
月
7
日（
土
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

●
対
象　
中
学
生
以
上

●
定
員　
20
名（
先
着
申
込
順
）

※
入
館
料
が
必
要
で
す
。

問
文
化
博
物
館

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
8
1

胡
麻
の
夏
2
0
2
4
を
開
催
し
ま

す●
日
時　
8
月
24
日（
土
）午
後
3

時
〜
8
時
30
分

●
場
所　
JR
胡
麻
駅
前
ロ
ー
タ
リ

ー●
内
容　
夜
店
、
ス
テ
ー
ジ
、
盆

踊
り
な
ど

※
会
場
へ
は
な
る
べ
く
乗
り
合
わ

せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
胡
麻
の
郷
活
性
推
進
事
業
会

ＴＥＬ
0
9
0－7
3
6
2－5
1
3
0

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号



13 広報なんたん7月号

お知らせコーナー

陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま
す

●
日
時　
9
月
7
日（
土
）・
14
日

（
土
）

い
ず
れ
も
午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
美
術
工
作
室

●
材
料
費　
2
，
0
0
0
円
程
度

●
申
込
締
切　
8
月
24
日（
土
）ま

で
に
電
話
も
し
く
は
F
A
X
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
７
2
－
3
3
0
0

ＦＡＸ
0
7
7
1
－
７
2
－
3
3
1
1

「
南
丹
市
介
護
者
家
族
の
会
合
同

交
流
会
」を
開
催
し
ま
す

●
日
時　
9
月
18
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
2
時
30
分

●
場
所　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル

●
内
容　
①
映
画
鑑
賞「
オ
レ
ン

ジ
・
ラ
ン
プ
」②
交
流
会

●
定
員　
1
0
0
人（
先
着
順
）

●
申
込
方
法　
8
月
30
日（
金
）ま

で
に
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
事
務

所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
費
用（
昼
食
代
）　

家
族
会
会
員
1
，
0
0
0
円　
　

非
会
員
1
，
5
0
0
円

※
映
画
鑑
賞
、
交
流
会
の
み
の
方

は
無
料
で
す
。

南
丹
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

問
園
部
事
務
所　

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
3
1
5
0

問
八
木
事
務
所　

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
４
3
－
0
5
5
1

問
日
吉
事
務
所

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
７
2
－
0
2
1
4

問
美
山
事
務
所

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
７
5
－
1
0
0
6

南
丹
市
健
幸
・
食
育
レ
シ
ピ
コ
ン

テ
ス
ト
作
品
募
集

●
募
集
内
容　
2
つ
の
テ
ー
マ
か

ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
テ
ー
マ
①　
野
菜
と
大
豆
製
品

を
使
っ
た
カ
リ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
レ

シ
ピ
。
身
近
な
野
菜
と
大
豆
製
品

（
豆
腐
、
厚
揚
げ
、
油
揚
げ
な
ど
）

を
使
用
し
て
い
る
こ
と
。

・
テ
ー
マ
②　
野
菜
と
か
つ
お
だ

し
を
使
っ
た
和
食
健
幸
レ
シ
ピ
。

身
近
な
野
菜
と
か
つ
お
を
主
と
す

る
だ
し
汁
を
使
用
し
て
い
る
こ

と
。（
顆
粒
だ
し
や
液
体
だ
し
、

め
ん
つ
ゆ
は
不
可
）

●
対
象　
南
丹
市
内
在
住
の
小
、

中
学
生

●
応
募
方
法　
9
月
20
日（
金
）ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募

用
紙
は
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課
で
お

渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、
南
丹
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
賞
及
び
表
彰　
参
加
者
全
員
に

参
加
賞
、
受
賞
者
に
賞
状
と
商
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
6

第
49
回
南
丹
市
園
部
町
文
化
祭　

一
般
参
加
者
募
集

〈
出
展
の
部
〉園
部
文
化
会
館
ロ
ビ

ー
ま
た
は
廊
下
で
の
展
示

●
会
期　
10
月
23
日（
水
）
〜
12

月
9
日（
月
）

※
展
示
期
間
は
、
会
期
中
の
一
週

間●
内
容　
「
額
に
入
れ
て
吊
る
す
」

又
は「
画
鋲
で
留
め
る
」等
が
可
能

な
平
面
作
品
の
み
と
し
、
出
展
数

は
一
人
一
点
ま
で
と
し
ま
す
。

〈
出
演
の
部
〉園
部
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル

●
日
程　
11
月
2
日（
土
）・
3
日

（
日
・
祝
）

●
備
考　
出
演
時
間
は
15
分
以
内

〈
共
通
〉

●
対
象　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方

●
参
加
費　

一
人
5
0
0
円（
高

校
生
以
下
は
無
料
）

●
申
込
方
法　
8
月
15
日（
木
）ま

で
に
申
込
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
・

F
A
X
・
E
メ
ー
ル
で
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

問
園
部
町
文
化
協
会（
園
部
文
化

会
館
内
）（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
3
－
5
8
2
0

ＦＡＸ
0
7
7
1
－
６
3
－
5
8
4
0

be-syakai@
city.nantan.

lg.jp第
28
回
南
丹
市
八
木
町
文
化
祭 

展
示
作
品
の
募
集
に
つ
い
て

〈
展
示
作
品
の
部
〉

●
募
集
内
容　
美
術
・
工
芸
・
書

道
作
品
、
手
芸
作
品
、
盆
栽
、
協

同
作
品
な
ど
の
展
示
作
品

●
展
示
会
期　

10
月
30
日（
水
）

〜
11
月
3
日（
日
・
祝
）午
前
9
時

〜
午
後
4
時
30
分

（
最
終
日
の
み
午
後
3
時
ま
で
）

●
展
示
場
所　
南
丹
市
八
木
市
民

セ
ン
タ
ー　
3
階　
研
修
室
1
・

2●
作
品
搬
入
日
時　

10
月
29
日

（
火
）午
後
1
時

●
申
込
方
法　

7
月
30
日（
火
）

〜
8
月
31
日（
土
）に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
文
化
祭
で
の
舞
台
発
表
の
部

は
、
募
集
は
し
ま
せ
ん
。

問
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー

（
月
曜
日
・
祝
日
休
館
）

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
４
2
－
3
1
3
2

健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す

●
日
時　
8
月
28
日（
水
）午
前
10

時
30
分
〜
正
午

●
場
所　
五
ケ
荘
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー（
森
の
学
び
舎　
五
ケ
荘
）

●
内
容　

健
康
体
操
、
健
康
教

室
、
福
祉・介
護
に
関
す
る
相
談
、

サ
ロ
ン

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
協
議
会

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
７
3
－
0
6
0
5

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
府
民
総
体

園
部
町
予
選
会
開
催

●
日
時　
8
月
5
日（
月
）

午
前
9
時
〜

（
受
付
8
時
30
分
〜
）

※
雨
天
予
備
日
8
月
7
日（
水
）

●
場
所　
園
部
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広

場●
対
象　
園
部
町
内
在
住
者（
参

加
費
、
申
込
不
要
）

●
プ
レ
ー
方
法　
24
ホ
ー
ル
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
ー
に
よ
る
個
人
ゲ
ー

ム問
園
部
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
2
－
2
1
2
3

くわしくは
こちら
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学
び
の
南
丹「
な
ん
た
ん
む
〜
び

〜
」の
ご
案
内

●
上
映
作
品　
「
F
L
Y
!
/
フ

ラ
イ
!
」（
上
映
時
間
：
83
分
）

●
日
時　
8
月
16
日（
金
）

2
回
上
映（
各
回
と
も
30
分
前
か

ら
開
場
）

午
前
の
部　
午
前
10
時
〜　

午
後
の
部　
午
後
2
時
〜

●
会
場　
園
部
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル●
定
員　
各
4
0
0
名（
先
着
順
）

※
当
日
入
場
は
定
員
に
達
し
て
い

な
い
場
合
の
み
可
能
で
す
。

●
入
場
整
理
券　
8
月
1
日（
木
）

〜
15
日（
木
）の
期
間
、
1
人
5
枚

ま
で
社
会
教
育
課
、
園
部
文
化
会

館
、
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
、
日
吉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
社
会
教
育

課
美
山
担
当
で
、
先
着
順
で
配
布

し
ま
す
。

問
社
会
教
育
課　
　

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
5
7

学
び
の
南
丹「
和
菓
子
づ
く
り

体
験
教
室
」受
講
者
募
集

●
日
時　
9
月
7
日（
土
）

1
回
目
午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30

分2
回
目
午
前
11
時
〜
正
午

●
場
所　
　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー

料
理
実
習
室

●
対
象
者　
小
学
生
と
保
護
者

●
参
加
費　
一
人
2
0
0
円

●
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン・ふ
き
ん・

筆
記
用
具
・
水
分
補
給
用
飲
み
物

●
定
員　
各
講
座
20
人
程
度

●
申
込
方
法　

8
月
6
日（
火
）

〜
24
日（
土
）に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
ま
た
は
、
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー（
月
曜
・

祝
日
休
館
）　

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
４
2
－
3
1
3
2

カ
フ
ェ
開
催
の
ご
案
内「
ふ
ら
っ

と
涼
み
に
来
ま
せ
ん
か
」

●
日
時　
8
月
22
日（
木
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

●
場
所　
ア
イ
リ
ス
福
祉
会
本
館   

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

●
参
加
費　
1
0
0
円

●
対
象　
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

問
ク
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
た
ら
い
の

家ＴＥＬ
0
7
7
1
－
４
3
－
0
2
2
8

わ
く
わ
く
な
ん
た
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
」

〈
モ
ル
ッ
ク
体
験
会
〉

●
日
時　
8
月
10
日（
土
）

午
後
1
時
〜
3
時

●
場
所　
す
ぱ
ー
く
園
部

●
定
員　
先
着
20
名

〈
運
動
前
の
体
づ
く
り
・
ケ
ア
講

座
〉

●
日
時　
8
月
25
日（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　
市
役
所
2
号
庁
舎
3
階

大
会
議
室

●
定
員　
先
着
30
名

〈
共
通
〉

●
対
象
者　
南
丹
市
在
住・在
学・

在
勤
の
方

●
申
込
方
法　
開
催
日
の
5
日
前

ま
で
に
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
0
3

郷
土
資
料
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
か
ま
ど
で
ご
飯
を
炊
こ
う
〉

●
日
時　
8
月
10
日（
土
）

午
前
11
時
〜
午
後
2
時

●
場
所　
日
吉
町
郷
土
資
料
館

●
参
加
費　
5
0
0
円

●
持
ち
物　
ご
飯
茶
碗
と
お
椀

●
定
員　
15
人

●
対
象　
小
学
生
以
上

●
申
込
方
法　
前
日
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
講
演
会
〉

●
日
時　
8
月
11
日（
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

●
場
所　
日
吉
町
郷
土
資
料
館

●
内
容　
「
戦
争
と
子
ど
も
た
ち
」

●
定
員　
20
人

問
日
吉
町
郷
土
資
料
館

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
6
9

「
ヨ
ア
ー
ル
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・

カ
ル
テ
ッ
ト
」コ
ン
サ
ー
ト
開
催

●
日
時
・
場
所

・
8
月
5
日 

（
月
）南
丹
市
国
際

交
流
会
館
コ
ス
モ
ホ
ー
ル　
午
後

7
時
開
演　
先
着
1
0
0
名

・
8
月
6
日（
火
）南
丹
市
美
山
小

学
校　
ラ
ン
チ
ル
ー
ム　
午
前
11

時
開
演　
先
着
1
0
0
名

・
8
月
6
日（
火
）園
部
文
化
会
館

午
後
7
時
開
演　
先
着
4
0
0
名

・
8
月
7
日（
水
）美
山
町
自
然
文

化
村　
午
後
3
時
開
演　
先
着
30

名●
申
込
方
法　
申
込
フ
ォ
ー
ム
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
市
国
際
交
流
協
会

ＴＥＬ
0
8
0－1
5
1
8－6
0
2
6

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
in
な
ん
た

ん
　

外
国
人
留
学
生
と
交
流
し
ま

す
。

●
日
時　
8
月
25
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
4
時

●
場
所　
新
庄
郷
育
館

●
対
象　
市
内
在
住
、
在
勤
の
中

学
生
以
上
の
方

●
申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
当
日
連
絡
先

（
携
帯
電
話
番
号
な
ど
）を
電
話
、

F
A
X
、
E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
市
国
際
交
流
協
会

（
火
〜
金　
午
後
0
時
30
分
〜
4

時
30
分
）　

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
3
－
1
8
4
0

ＦＡＸ
0
7
7
1
－
６
3
－
1
8
4
1

info@
nantania.jp

京
都
府
視
覚
障
害
者
協
会
南
丹
京

丹
波
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
お
菓
子
教
室
開
催
の
ご
案
内
〉

●
日
時　
9
月
5
日（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

●
場
所　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
3

階
調
理
室

●
申
込
方
法　
8
月
31
日（
土
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
目
の
健
康
講
座
〉

●
日
時　
9
月
8
日（
日
）

くわしくは
こちら

申込フォーム
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午
後
1
時
30
分
〜
3
時

●
場
所　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
3

階
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　
講
演「
ア
イ
フ
レ
イ
ル 

予
防
に
つ
い
て
」

問
京
都
府
視
覚
障
害
者
協
会
南
丹

京
丹
波
支
部　
髙
屋

ＴＥＬ
0
9
0－6
8
2
9－2
8
2
8

南
丹
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
交
流
会
参

加
者
募
集

●
日
時　
9
月
1
日（
日
）午
前
9

時
30
分
〜（
受
付
：
午
前
9
時
）

●
場
所　
園
部
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト●
申
込
方
法　
8
月
28
日（
水
）ま

で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
内
）

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
0
3

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
サ
ポ
ー

ト
相
談
会
&
健
康
の
お
話
会

●
日
程
・
場
所

・
8
月
6
日（
火
）八
木
市
民
セ
ン

タ
ー
3
階
防
災
ル
ー
ム

・
8
月
7
日（
水
）日
吉
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
2
階
会
議
室

・
8
月
8
日（
木
）園
部
文
化
会
館

3
階
大
会
議
室

・
8
月
9
日（
金
）保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
美
山
分
室

●
時
間　
い
ず
れ
も
9
時
30
分
〜

11
時
30
分

※
園
部
・
日
吉
会
場
で
栄
養
の
お

話
会
。
園
部
会
場
で
K
C
N
な
ん

た
ん
ス
マ
ホ
相
談
会
に
関
す
る
受

付
案
内
あ
り
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
6

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標

語
の
募
集
に
つ
い
て

〈
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
部
〉

　
色
彩
は
自
由
。
画
用
紙
の
四
ツ

切
ま
た
は
八
ツ
切
か
、
そ
れ
に
準

ず
る
大
き
さ
。
ポ
ス
タ
ー
で
使
用

す
る
啓
発
標
語
は
自
由
に
考
え
て

く
だ
さ
い
。

〈
啓
発
標
語
の
部
〉

　
概
ね
20
文
字
以
内

●
応
募
方
法　
9
月
6
日（
金
）必

着
で
、
小
・
中
・
高
校
生
は
、
学

校
を
通
じ
て
南
丹
市
選
挙
管
理
委

員
会
へ
、
一
般
の
方
は
、
直
接
、

南
丹
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

※
1
人
1
点
、
自
作
・
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

問
南
丹
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局ＴＥＬ
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
0
2

新
刊
紹
介

No.109

『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
７
世
』

著
者
／
小
林
　
光
恵

発
行
／
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス

『
こ
ん
や
は
は
な
び
た
い
か
い
』

さ
く
／
き
し
だ
　
え
り
こ

え
／
あ
べ
　
は
る
え

発
行
／
福
音
館
書
店
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：29,735人（−21）
　（男：14,455人

（−6）
・女：15,280人

（−15）
）

●世帯数：14,307世帯（＋10）
（令和6年7月1日現在）

（　）内は前月比

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎
え
、

皆
さ
ん
も
夏
の
予
定
が
埋
ま
り

だ
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　
夏
は
楽
し
い
思
い
出
を
作
り
、

自
然
と
笑
顔
に
包
ま
れ
る
季
節

で
、
夏
祭
り
や
花
火
の
鮮
や
か

な
光
景
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
ワ
ク
ワ
ク
感
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
事
故
や
熱

中
症
に
は
十
分
お
気
を
つ
け
い

た
だ
き
、
心
地
よ
い
夏
の
風
を

感
じ
な
が
ら
、
存
分
に
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

 

編
集
後
記

広報南丹

ー
と
し
て
、
交
流
や
支
援
活
動
を
通
じ
て
活
躍
の
場

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
。
既
に
南
丹
市
国
際
交
流

協
会
で
は
多
彩
な
交
流
事
業
の
ほ
か
、
英
語
や
日
本

語
教
室
、
防
災
教
室
、
日
常
の
買
い
物
や
在
留
・
医

療
・
行
政
手
続
き
な
ど
の
支
援
活
動
を
展
開
し
、
受

講
者
・
相
談
者
も
多
い
と
聞
く
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
や
積
極
的
な
事
業
参
加
が
強
く
望
ま
れ
る
。

　
今
年
の
1
月
7
日
、
ア
ス
エ
ル
園
部
で
の「
二
十
歳

の
つ
ど
い
」に
数
人
の
外
国
人
女
性
の
姿
が
あ
っ
た
。

全
員
き
れ
い
な
振
り
袖
姿
で
楽
し
そ
う
。
周
り
の
人

達
も
違
和
感
な
く
受
け
入
れ
て
い
た
。
過
去
の
歴
史

に
は
在
留
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
も
あ
っ
た

が
、
こ
の
光
景
を
見
て
安
堵
し
た
。

　

子
育
て
中
の
外
国
人
の
子
ど
も
達
が
園
部
や
日
吉

の
市
立
小
・
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会

で
は
ネ
パ
ー
ル
や
パ
キ
ス
タ
ン
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

子
ど
も
た
ち
の
為
に
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
や
ス
ペ
イ
ン
語

の
通
訳
者
を
探
し
出
し
て
子
ど
も
達
の
支
援
に
あ
た

っ
て
い
る
が
、
充
分
な
時
間
は
確
保
で
き
ず
、
ま
た
、

言
語
が
増
え
れ
ば
対
応
が
困
難
に
な
る
と
い
う
。

　

日
本
の
在
留
外
国
人
は
昨
年
度
3
4
0
万
人
。
も

は
や
移
民
受
け
入
れ
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
技
能
実
習
か

ら
育
成
就
労
へ
と
制
度
も
変
わ
り
、
永
住
者
も
増
え

る
で
あ
ろ
う
。
南
丹
市
の
様
な
小
さ
な
自
治
体
で
も
、

日
本
に
来
て
よ
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
受
け
入

れ
支
援
態
勢
が
で
き
る
よ
う
、
自
治
体
任
せ
で
な
く

国
の
責
任
あ
る
施
策

を
望
み
た
い
。

　
　
南
丹
市
長西

村
良
平

　

毎
朝
、
園
部
町
千
妻
に
あ
る
湖
池
屋
工
場
の
近
く

を
通
る
と
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
自
転
車
の
車
列
に
出

会
う
。
中
に
は
ス
カ
ー
フ
様
の「
ジ
ル
バ
ッ
ブ
」で
頭

部
を
覆
っ
て
い
る
女
性
も
み
ら
れ
る
。
多
く
が
湖
池

屋
に
通
勤
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の

技
能
実
習
生
と
聞
く
。

　

こ
の
と
こ
ろ
南
丹
市
内
で
目
立
っ
て
外
国
人
が
増

え
て
き
た
。
日
本
全
体
に
生
産
年
齢
人
口
が
大
き
く

減
少
し
、
多
く
の
産
業
分
野
で
働
き
手
が
不
足
。
こ

れ
を
外
国
人
就
労
者
で
補
う
流
れ
が
強
ま
り
、
南
丹

市
内
の
企
業
等
に
も
表
れ
て
き
た
。

　

令
和
6
年
5
月
現
在
南
丹
市
内
に
は
5
9
5
人
の

外
国
人
国
籍
の
方
の
住
民
登
録
が
あ
る
。
こ
の
数
は

5
年
前
の
2
倍
近
く
。
地
域
別
で
は
園
部
4
1
9
人
、

八
木
71
人
、
日
吉
55
人
、
美
山
50
人
。
一
人
以
上
外

国
人
が
住
ん
で
い
る
行
政
区
の
割
合
は
約
50
％
で
、

市
域
全
体
に
居
住
が
広
が
る
が
、
園
部
市
街
地
に
お

住
い
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　

国
籍
別
に
み
る
と
ベ
ト
ナ
ム
2
2
4
人
、
韓
国

1
2
6
人
、
中
国
46
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
37
人
。
以

下
ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
メ
リ
カ
、
台
湾
、
モ
ン

ゴ
ル
と
続
く
。
東
南
・
東
ア
ジ
ア
、
南
米
を
中
心
に

実
に
世
界
30
か
国
に
及
ぶ
多
国
籍
に
驚
く
。

　

こ
れ
ら
多
く
の
外
国
人
の
存
在
は
、
人
口
減
少
に

悩
む
本
市
で
は
、
単
に
労
働
力
の
確
保
の
み
の
役
割

で
な
く
、
地
域
を
構
成
す
る
欠
か
せ
な
い
パ
ー
ト
ナ

▲自宅近くに自生するニワゼ
キショウ


